
＝ 

速

報
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火
災
の
発
生
状
況 

火
災
の
発
生
状
況 

＝ 

速

報
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第
六
三
回
秋
田
県
消
防
大
会
は
六
月
二

六
日（
土
）、
由
利
本
荘
市
の
本
荘
文
化
会

館
で
、
秋
田
県
副
知
事
堀
井
啓
一
様
、
秋

田
県
議
会
副
議
長
小
田
美
恵
子
様
な
ど
多

数
の
ご
来
賓
を
迎
え
、
県
内
消
防
関
係
者

六
〇
〇
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

　
大
会
は
、
殉
職
消
防
職
・
団
員
へ
の
黙

と
う
、
国
歌
斉
唱
で
始
ま
り
、
続
い
て
中

泉
松
之
助
秋
田
県
消
防
協
会
長
、
開
催
地

で
あ
る
由
利
本
荘
市
長
谷
部
誠
市
長
が
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
堀
井
副
知
事
、
小
田
副

議
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
消
防
庁
長

官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。 

　
平
成
二
二
年
度
消
防
功
労
者
（
優
良
事

業
所
）
表
彰
で
は
、
従
業
員
が
消
防
団
員

と
し
て
相
当
数
入
団
し
て
い
る
な
ど
消
防

団
活
動
に
協
力
し
て
い
る
由
利
本
荘
市
の

株
式
会
社
秋
田
新
電
元
な
ど
一
二
事
業
所

に
知
事
賞
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
第
六
回
消
防
団
員
意
見
発
表
会
は
、
各

支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
九
名
の
団
員
が
、

日
頃
の
消
防
団
活
動
を
通
じ
感
じ
た
事
柄

や
経
験
し
た
事
例
な
ど
を
基
に
、
こ
れ
か

ら
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る
提
言
等
を
行

っ
た
。
発
表
さ
れ
た
意
見
は
、「
消
防
秋
田
」

八
月
一
五
日
号
か
ら
順
次
紹
介
す
る
。 

　
象
潟
九
十
九
島
太
鼓
が
勇
壮
な
バ
チ
捌

き
で
「
海
鳴
り
」「
象
潟
」
な
ど
を
披
露
し

た
後
、
地
元
由
利
本
荘
市
在
住
の
タ
レ
ン

ト
あ
べ
十
全
様
は
「
一
日
一
善
、
十
日
で

十
全
！
み
ん
な
で
守
ろ
う
、
火
の
用
心
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
、
軽
妙
な
語
り
口

で
参
加
者
に
笑
い
と
感
動
を
与
え
た
。 

　
大
会
宣
言
を
に
か
ほ
市
消
防
団
板
垣
英

雄
団
長
が
、
ま
た
、
次
回
開
催
支
部
あ
い

さ
つ
を
鹿
角
市
消
防
団
黒
澤
文
男
団
長
が

行
い
、
最
後
に
秋
田
県
消
防
の
う
た
「
わ

れ
ら
　
あ
り
」
を
斉
唱
し
て
第
六
三
回
秋

田
県
消
防
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。 

　
会
場
の
外
に
は
、
本
荘
由
利
支
部
の
企

画
に
よ
り
、
消
防
大
会
と
し
て
は
初
め
て

の
試
み
と
な
る
化
学
消
防
ポ
ン
プ
車
の
展

示
や
地
域
特
産
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

設
け
ら
れ
、
大
会
に
参
加
し
た
多
く
の
市

民
や
消
防
関
係
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。 

第63回 秋田県消防大会 第63回 秋田県消防大会 第63回 秋田県消防大会 

平
成
二
十
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
消
し
た
か
な
」　
あ
な
た
を
守
る
　
合
言
葉 
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定　価　１部　５円 
（購読料は年会費に含む） 

発行人 
　〒010-0951 
　秋田市山王四丁目１番２号 

秋田地方総合庁舎内 
秋 田 県 消 防 協 会  

　会長　中　泉　松之助 
　　電話　018－867－7320 
　　FAX　018－863－5910 
http://www.shoubou-akita.or.jp 
E-mail:ask@biscuit.ocn.ne.jp 
 
印　刷 
　〒010-0951 
　秋田市山王７丁目５－29 
　　株式会社　松原印刷社 
　　電話　018－862－8760 
http://www.matsubarainsatsu.co.jp

（１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年７月15日（毎月１回15日発行） №677



      

　
本
日
は
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席

を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
こ
で
当
協
会
の
当
面
の
活
動
方
針

に
つ
い
て
若
干
申
し
上
げ
ま
す
。
先
ず
、

公
益
法
人
制
度
改
革
に
つ
い
て
で
す
が
、

公
益
性
を
一
層
高
め
、
効
率
的
な
運
営

を
推
進
す
る
た
め
、
代
議
員
制
や
支
部

制
を
廃
し
、
替
わ
り
に
評
議
員
制
、
地

域
消
防
団
体
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
二
点
目
は
罹
災
互
助
会
事
業

の
見
直
し
で
す
が
、
従
来
の
罹
災
見
舞

金
に
結
婚
祝
い
金
を
加
え
、
名
称
も
消

防
互
助
会
と
改
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
三
点
目
は
二
四
年
度
の
全
国
女
性

消
防
団
員
活
性
化
大
会
に
つ
い
て
で
す

が
、
是
非
秋
田
で
開
催
し
た
い
の
で
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
本
日
は
優
良
事
業
所
知
事
表
彰
も
行

わ
れ
ま
す
が
、
受
賞
さ
れ
る
事
業
所
に

は
、
今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

開
会
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。 

あ
い
さ
つ（
要
約
） 

秋
田
県
消
防
協
会
長 

 

　
　
　
中
泉
松
之
助 

祝
　
　
辞（
要
約
） 

秋
田
県
議
会
副
議
長 

 

　  

小
田
美
恵
子
様 

祝
　
　
辞（
要
約
） 

秋
田
県
副
知
事 

 

　  

堀
井
　
啓
一
様 

      

　
秋
田
県
消
防
職
・
団
員
二
万
余
名
の

士
気
高
揚
と
自
治
体
消
防
の
発
展
を
目

的
と
し
て
秋
田
県
消
防
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
県
で
は
、
新
た
な
団
員
確
保
や

消
防
団
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
、
機

能
別
消
防
団
員
・
機
能
別
分
団
の
導
入

や
消
防
団
員
の
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
、
さ
ら
に
は
事
業
所
と
消
防
団
の

協
力
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
二
四
年
度
全
国
女
性
消

防
団
員
活
性
化
大
会
は
消
防
協
会
や
秋

田
市
な
ど
と
協
働
し
て
本
県
で
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
本
日
は
優
良
事
業
所
を
表
彰
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
ご
協
力
に
対

し
改
め
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
活

躍
を
心
か
ら
お
祈
り
し
お
祝
い
の
言
葉

と
し
ま
す
。 

      

　
本
日
、
こ
こ
由
利
本
荘
市
に
お
い
て
、

多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
と
、
全
県
か
ら

多
く
の
消
防
団
員
を
お
迎
え
し
て
、
第

六
三
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ

る
に
当
た
り
、
開
催
市
を
代
表
し
、
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
現
在
、
少
子
高
齢
化
や
就
業
構
造
な

ど
社
会
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、
全
国

的
に
消
防
団
員
数
は
減
少
し
て
お
り
、

地
域
防
災
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

　
本
市
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
防

災
力
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
機

能
別
団
員
を
導
入
す
る
な
ど
消
防
団
の

更
な
る
充
実
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

　
消
防
団
員
の
皆
様
が
、
地
域
の
総
合

的
な
防
災
の
中
核
と
し
て
、
よ
り
一
層

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
本
大
会

が
、
自
治
体
消
防
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。 

      

　
第
六
三
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
関
係

者
多
数
の
ご
出
席
の
も
と
、
こ
の
よ
う

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

県
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
度
に
続
い
て
、
本
大
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
、
皆
様
方
の
消
防
団
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
強
く
肌
で
感
じ
、
こ

れ
か
ら
も
県
民
が
真
に
求
め
る
安
全
・

安
心
な
生
活
が
守
ら
れ
て
い
く
も
の
と
、

誠
に
心
強
く
思
い
ま
し
た
。 

　
私
ど
も
県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
様
の
思
い
を
受
け
止
め
、
地
域
の
「
安

全
・
安
心
」
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
な

消
防
団
活
動
の
充
実
・
強
化
に
つ
き
ま

し
て
、
引
き
続
き
関
係
者
に
現
状
を
訴

え
、
積
極
的
な
議
論
を
行
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

開
催
地
あ
い
さ
つ 

　
　
　
　
（
要
約
） 

由
利
本
荘
市
長 

 

　  

長
谷
部
　
誠
様 
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　優良事業所表彰は平成9年度から実施され、受

賞事業所は今年度の12事業所を加え124事業所と

なった。表彰される事業所は、相当数の消防団員

が在職し、地域の消防活動に積極的に取り組んで

いるなど多年にわたって地域の消防団活動に貢献

してきたのが評価されたもの。受賞を機に、今後

ますますの消防団活動へのご協力をお願いします。 

　この意見発表会は、消防団員が日頃の消防団活

動で感じた事柄や経験した事例などの発表を通じ、

消防活動のあるべき姿や消防人としての役割を再

認識し、これからの活動をより充実したものにす

ることを目的に平成17年度から実施している。 

　今回も、各支部から選出された９名の団員が意

見を発表した。なお、女性消防団員の発表は、秋

田市で開催した第61回大会の鹿角市消防団安保

千夏団員に次いで秋田市消防団の能登谷綾子団員

が2人目となる。 

平成22年度 

消防功労者（優良事業所）知事表彰 
平成22年度 

消防功労者（優良事業所）知事表彰 
平成22年度 

消防功労者（優良事業所）知事表彰 

受賞事業所名簿 

第6回消防団員意見発表会 第6回消防団員意見発表会 第6回消防団員意見発表会 

発表者とテーマ 

能登谷　綾子　　秋田市消防団　団員 

「操法大会から得たもの」 

菊地　栄一　　　潟上市消防団　分団長 

「団員の融和」 

橋　　修　　　能代市消防団　分団長 

「消防団を10倍楽しむ方法」 

藤原　和美　　　大館市消防団　部長 

「防災は訓練と共に」 

斉藤　　洋　　　鹿角市消防団　班長 

「地域とともに」 

橋　政介　　　湯沢市消防団　副分団長 

「指揮者として」 

佐々木　康広　　横手市大雄消防団　団員 

「小型ポンプ操法で親父超えを」 

中野　龍太郎　　美郷町消防団　分団長 

「私にとっての消防団　そして未来へ」 

畠山　孝将　　　由利本荘市消防団　団員 

「伝承（ひきつぐ）」 

㈱秋田新電元 
　　　由利本荘市 

従業員数 766名 
消防団員数 74名 

山科建設㈱ 
　　　由利本荘市 

従業員数 114名 
消防団員数  11名 

菊地建設㈱ 
　　　由利本荘市 

従業員数  98名 
消防団員数 14名 

秋田ルビコン㈱ 
　　　由利本荘市 

従業員数 289名 
消防団員数 24名 

矢島小林工業㈱ 
　　　由利本荘市 

従業員数 364名 
消防団員数 25名 

ハタリキ㈱ 
　　　鹿角市 

従業員数 30名 
消防団員数 6名 

㈱マルコ産業 
　　　美郷町 

従業員数 20名 
消防団員数 6名 

㈱沢野建設 
　　　美郷町 

従業員数 33名 
消防団員数 4名 

㈱小田島工務店 
　　　美郷町 

従業員数 30名 
消防団員数 3名 

大和建設㈱ 
　　　美郷町 

従業員数 44名 
消防団員数 3名 

㈱東翔 
　　　横手市 

従業員数 30名 
消防団員数 6名 

JUKI電子工業㈱ 
　　　横手市 

従業員数 570名 
消防団員数 34名 

事業所名 従業員・消防団員数 
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　住宅火災による死者数（放火自殺者等を除く）は、平成15年から連続して1,000人を超えています。 

　また、同死者数の約6割が65歳以上の高齢者であり、今後の高齢化の進展に伴い、さらに増加するおそ

れがあることなどから、全ての住宅に住宅用火災警報器（以下、「住警器」という）の設置・維持を義務

付ける法制度が整備されました。 

　これにより、新築住宅は平成18年6月1日から、既存住宅は平成23年5月31日までに設置が必要となり

ました。 

住警器の奏功事例 

　住警器が作動し、大事に至らなかった例を、秋田市消防本部の資料により紹介します。 

住宅用火災警報器　設置しましたか？ 住宅用火災警報器　設置しましたか？ 
＝住宅用火災警報器は、早期に火災の発生を感知し、あなたに知らせます＝ ＝住宅用火災警報器は、早期に火災の発生を感知し、あなたに知らせます＝ 

住宅用火災警報器　設置しましたか？ 

（注）総務省消防庁資料 
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〈平成18年中〉 
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〈平成18年中〉 

火災警報器なし 

7.7人 

火災警報器あり 

2.4人 

約1／3

〈平成19年中〉 

逃げ送れ 
60.7％ 
697人 

住宅火災 
による死者数 

1,148人 

着衣着火 
4.7％ 54人 

その他 
32.8％ 377人 

出火後再進入 
1.7％ 20人 

■時間帯別の死者の発生状況 

　就寝時間帯が多い 

■住宅火災で死に至った原因 

　「逃げ遅れ」が60％ 

■住警器設置の効果 

　死者数は１／３に減 

　住宅火災100件あたりの死者数 

　トイレの換気扇モーターの過

熱により出火し、台所の熱感知

機が発報した。 

　隣棟居住者が警報音を聞き、

音のする方を見たところ、出火

室の窓から煙が漂っているのを

発見したもの。 

ぼや火災（平成19年6月） 

共同住宅（秋田市寺内） 

　鍋で魚を煮ていたところ、居

眠りをしてしまい鍋の中の魚を

焦がしたもので台所の熱感知器

が発報した。 

　隣室居住者が焦げくさい臭い

と「ピーピー火事です火事です」

という警報音を聞き119番通報

したもの。 

非火災（平成20年7月） 

共同住宅（秋田市外旭川） 

　鍋で食品を温めたまま居眠り

をしてしまい、鍋の中の食品を

焦がしたため居室と寝室の煙感

知器が発報した。 

　上階の居住者が焦げくさい臭

いと「ピーピー」という警報音

を聞き119番通報したもの。 

非火災（平成20年11月） 

共同住宅（秋田市手形） 

　枕もとに置いていた電気コン

ロに鍋をかけたまま就寝したた

め、布団が電気コンロのヒータ

に接触し出火したものと推定。

　現場付近を通りかかった者が、

住宅用警報器が鳴動していたの

に気づいたもの。 

ぼや火災（平成20年11月） 

長屋（秋田市新藤田） 

　就寝中に、居室内に設置して

いる住宅用火災警報器の鳴動音

に気付き、台所に置いてあった

座布団が燃えているのを発見し

た。 

　新聞配達員が、住宅用火災警

報器の鳴動音に気付き、持って

いた携帯電話で119番通報した。 

ぼや火災（平成21年5月） 

共同住宅（秋田市将軍野） 

　屋外で植木鉢に水を掛けてい

た時に住宅用火災警報器の鳴動

音に気付き、台所へ行ったとこ

ろ、ガステーブル上のフライパ

ンから炎が出ているのを発見し

た。 

ぼや火災（平成21年7月） 

住宅兼店舗（秋田市下北手） 

本部長あいさつ 

四ツ小屋幼稚園 仁井田幼稚園 

パレード隊の出発 
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住宅用火災警報器　設置しましたか？ 住宅用火災警報器　設置しましたか？ 
＝住宅用火災警報器は、早期に火災の発生を感知し、あなたに知らせます＝ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ 

秋
田
市
消
防
本
部 

　
秋
田
市
消
防
本
部
で
は
六
月
一
日
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
下
、
「
住
警
器
」
と

い
う
）
の
設
置
義
務
期
限
ま
で
後
一
年
を
切
る
の
を
機
に
、「
住
警
器
設
置
推
進
本
部

（
本
部
長
＝
佐
藤
賢
治
秋
田
市
消
防
長
）
」
を
立
ち
上
げ
た
。 

　
同
日
、
秋
田
市
役
所
の
前
庭
で
開
催
さ
れ
た
推
進
本
部
設
置
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
や
一
般
市
民
が
約
二
〇
〇
名
参
加
し
、
来
年
五
月
三
一
日
ま
で
に
全
て
の

住
宅
が
住
警
器
を
設
置
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト

で
は
最
初
に

佐
藤
本
部
長

が
「
住
警
器

は
火
災
を
早

期
に
発
見
し
、

被
害
を
軽
減

す
る
と
と
も

に
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
犠
牲

者
を
出
さ
な

い
た
め
に
も

大
変
有
効
な
も
の
で
あ
る
。
秋
田
市
で
は
、

こ
の
推
進
本
部
を
中
心
に
、
よ
り
効
果
的

な
普
及
啓
発
を
推
進
し
、
来
年
の
六
月
一

日
の
完
全
設
置
義
務
化
ま
で
に
は
、
全
て

の
住
宅
に
住
警
器
を
設
置
し
、
火
災
に
よ

る
死
者
が
ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。 

　
続
い
て
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
「
四
ツ

小
屋
幼
稚
園
」
年
長
組
と
「
仁
井
田
幼
稚

園
」
年
中
組
の
園
児
が
元
気
に
演
奏
や
歌

を
披
露
し
、
会
場

に
集
ま
っ
た
父
さ

ん
や
母
さ
ん
ら
に

「
住
警
器
は
音
で

火
災
を
知
ら
せ
、

私
た
ち
を
火
災
か

ら
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
取
り
付
け
も

簡
単
で
す
。
早
め

に
設
置
し
て
下
さ

い
」
と
呼
び
か
け

た
。 

　
最
後
に
、
佐
藤

本
部
長
の
号
令
で
、

消
防
車
輌
に
よ
る

住
警
器
普
及
促
進

パ
レ
ー
ド
隊
が
市

内
に
向
け
出
発
し

た
。
　 

　
推
進
本
部
で
は
、

住
警
器
の
設
置
率

に
つ
い
て
お
よ
そ

四
四
％
と
推
定
し
、

ま
た
地
域
間
に
大
き

な
開
き
が
見
ら
れ
る

と
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
推
進
本

部
の
活
動
と
し
て
は

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
の
広
報
活
動
や
市

内
の
協
議
会
や
団
体

等
と
の
連
携
を
強
化

す
る
一
方
、
各
消
防

署
に
住
警
器
設
置
促
進
戦
略
本
部
を
設
置

し
、
市
民
か
ら
の
相
談
窓
口
を
設
け
る
ほ

か
消
防
署
独
自
の
普
及
促
進
事
業
を
展
開

す
る
な
ど
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
対
策
を

講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

本部長あいさつ 

四ツ小屋幼稚園 仁井田幼稚園 

パレード隊の出発 

本部長あいさつ 

四ツ小屋幼稚園 仁井田幼稚園 

パレード隊の出発 
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消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会 

　
第
三
九
回
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会
（
主
催
＝
秋
田
県
消
防
長
会
）
は
六
月
二
八

日
、
二
九
日
の
両
日
開
催
さ
れ
た
。
二
八
日
は
「
水
上
の
部
」
が
秋
田
市
向
浜
の
県
営

プ
ー
ル
で
、
ま
た
二
九
日
に
は
由
利
本
荘
市
の
秋
田
県
消
防
学
校
で
「
陸
上
の
部
」
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
「
水
上
の
部
」
に
は
七
消
防
本
部
か
ら
二
二
名
が
、
「
陸
上
の

部
」
に
は
一
三
消
防
本
部
か
ら
五
九
隊
二
一
九
名
が
出
場
し
、
日
頃
鍛
え
た
救
助
技
術

を
競
っ
た
。（
大
会
の
模
様
は
秋
田
県
消
防
協
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。） 

　
「
陸
上
の
部
」
で
は
、
佐
藤
賢
治
大
会

会
長
（
秋
田
市
消
防
長
）
が
「
こ
こ
に
立

つ
ま
で
の
間
、
多
く
の
苦
し
い
時
間
を
乗

り
越
え
て
き
た
と
思
う
。
ま
た
多
く
の
仲

間
の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
今

ま
で
培
っ
て
き
た
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
て
下
さ
い
。
剣
道
の
言
葉
に
〝
鍛
練
千

日
勝
負
一
瞬
〞
と
い
う
の
が
あ
る
。
悔
い

の
な
い
よ
う
競
技
し
て
下
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏

組
合
消
防
本
部
佐
藤
崇
宏
消
防
司
令
補
が

宣
誓
し
、
訓
練
が
始
め
ら
れ
た
。 

　
訓
練
は
、「
は
し
ご
登
は
ん
」「
ロ
ー
プ

ブ
リ
ッ
ジ
救
出
」
な
ど
六
種
目
が
行
わ
れ
、

同
大
会
に
女
性
隊
員
と
し
て
初
め
て
出
場

し
た
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防

本
部
佐
々
木
華
織
消
防
士
と
湯
沢
雄
勝
広

域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
柴
田
華
消
防

士
が
と
も
に
出
場
し
た
「
は
し
ご
登
は
ん
」

で
は
、
二
人
と
も
一
〇
〇
点
満
点
を
獲
得

し
た
。
競
技
後
、
佐
々
木
隊
員
は
「
ロ
ー

プ
結
索
で
焦
っ
て
し
ま
っ
た
が
後
半
は
落

ち
着
い
て
で
き
た
。
将
来
は
ポ
ン
プ
車
を

運
転
し
た
い
」
と
、
ま
た
柴
田
隊
員
は
「
非

番
や
夜
勤
明
け
に
練
習
し
て
き
た
が
自
己

ベ
ス
ト
に
及
ば
ず
残
念
。
男
性
と
互
角
と

は
い
か
な
い
が
将
来
的
に
は
現
場
に
行
け

た
ら
」
と
話
し
て
い
た
。 

　
日
沼
一
之
審
判
長
（
能
代
山
本
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
長
）
は
「
二
人
は
男
性

隊
員
と
互
し
て
も
遜
色
な
く
、
順
位
も
中

位
を
収
め
て
い
る
。
今
後
も
訓
練
に
励
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。 

　
大
会
終
了
後
行
わ
れ
た
秋
田
県
消
防
長

会
議
で
、
全
国
大
会
と
東
北
指
導
会
に
出

場
す
る
個
人
・
チ
ー
ム
が
選
考
さ
れ
た
。 

■
全
国
大
会
〔
陸
上
・
水
上
〕 

　
　
　
　
　
平
成
二
二
年
八
月
二
七
日 

　
　
　
　
　
京
都
市 

■
東
北
指
導
会 

　
〔
陸
上
〕
平
成
二
二
年
七
月
二
九
日 

　
　
　
　
　
岩
手
県
消
防
学
校 

　
〔
水
上
〕
平
成
二
二
年
七
月
一
五
日 

　
　
　
　
　
宮
城
県
総
合
プ
ー
ル 

第
六
四
期
初
任
教
育 

秋
田
県
消
防
学
校 

女
性
隊
員
が
初
の
出
場

女
性
隊
員
が
初
の
出
場
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会 

女
性
隊
員
が
初
の
出
場
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

全国大会・東北指導会出場隊 
〔全国大会〕　 　陸上の部 

　 　水上の部 

〔東北指導会〕　 　陸上の部 

項　　目　　名 
ロープブリッジ渡過 
は し ご 登 は ん  
ほ ふ く 救 出  
ロープ応用登はん 

隊員（チーム名） 
近 藤 大 斗  
齋 籐 直 哉  
夏 井 チ ー ム  
木 元 チ ー ム  

消防本部名 
北 秋 田 市  
に か ほ 市  
能代山本広域 
大曲仙北広域 

隊員（チーム名） 
佐 藤 玲 緒 奈  
吹 谷 謙 和  
大 嶋 明 宏  
工 藤 哲 平  
佐 々 木 雄 太  
渋 谷 嘉 直  
佐 々 木 寿  
新 宮 チ ー ム  
武 田 チ ー ム  
永 井 チ ー ム  
新 宮 チ ー ム  
佐 々 木 チ ー ム  

消防本部名 
大曲仙北広域 
秋 田 市  
秋 田 市  
由利本荘市  
秋 田 市  
秋 田 市  
秋 田 市  
横 手 市  
能代山本広域 
湯沢雄勝広域 
横 手 市  
に か ほ 市  

項　　目　　名 

基 本 泳 法  

複 合 検 索  

溺 者 搬 送  

水 中 結 索  

溺 者 救 助  

隊員（チーム名） 
渡 部 チ ー ム  
鈴 木 チ ー ム  
木 村 チ ー ム  
伊 藤 チ ー ム  
高 橋 チ ー ム  
西 方 チ ー ム  
石 川 チ ー ム  
高 階 チ ー ム  

消防本部名 
秋 田 市  
北 秋 田 市  
鹿 角 広 域  
大曲仙北広域 
大曲仙北広域 
男 鹿 地 区  
秋 田 市  
横 手 市  

項　　目　　名 

引 揚 救 助  

ロープブリッジ救出 

障 害 突 破  
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初
任
教
育
第
六
四
期
学
生
は
、
こ
の
度

課
外
活
動
の
一
環
と
し
て
ミ
ニ
新
聞
第
一

号
を
作
成
し
た
。
今
月
は
、
こ
の
ミ
ニ
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
総
代
、
副
総
代
、
会
計

の
意
気
込
み
、
抱
負
を
紹
介
す
る
。 

　
四
月
七
日
、
秋
田
県
消
防
学
校
史
上
最

多
人
数
の
八
五
名
が
色
々
な
思
い
を
馳
せ

て
県
内
一
三
消
防
本
部
か
ら
集
ま
っ
た
。 

　
八
五
名
そ
れ
ぞ
れ
目
標
は
違
う
が
、
「
地

域
住
民
の
安
全
を
保
持
し
安
心
を
与
え
ら

れ
る
存
在
」
で
あ
る
消
防
士
と
し
て
の
使

命
を
共
有
す
る
と
同
時
に
、
「
消
防
職
員

と
し
て
地
域
住
民
の
信
頼
に
値
す
る
人
格

陶
冶
に
努
め
る
」
と
宣
誓
し
た
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
九
月
一
七
日
の
修
了
式
を
迎
え

る
ま
で
八
五
名
全
員
で
知
識
技
能
の
修
得

と
錬
磨
に
励
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
も
養
っ
て
い
き
た
い
。 

第
六
四
期
メ
ン
バ
ー
へ 

　
こ
の
一
期
一
会
の
出
会
い
を
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
九
月
一
七
日
に
は
一
つ
の
達

成
感
と
八
五
人
の
笑
顔
で
帽
子
投
げ
が
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
！ 

 

     

　
四
月
九
日
の
入
校
式
で
佐
竹
知
事
を
始

め
関
係
の
方
々
か
ら
激
励
の
言
葉
を
頂
き
、

全
員
が
消
防
精
神
を
胸
に
刻
み
こ
み
ま
し

た
。
私
た
ち
六
四
期
生
は
八
五
名
。
過
去

最
多
の
大
所
帯
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

初
任
教
育
で
出
会
え
た
仲
間
は
、
一
生
の

宝
物
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
身
に
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
教
わ
る
内
容
は
そ
の
ど
れ
も
が
重
要

で
、
現
場
で
は
必
ず
使
う
こ
と
に
な
る
の

で
反
復
練
習
を
心
掛
け
、
一
人
一
人
が
教

わ
っ
た
こ
と
を
全
て
自
分
の
も
の
に
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
卒
業
す
る
頃
に
は
即
戦
力
と

し
て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
各
所

属
の
先
輩
方
の
よ
う
に
信
頼
さ
れ
る
立
派

な
消
防
士
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
の
八
五
名

の
仲
間
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

      

　
第
六
四
期
八
五
名
は
、
四
月
九
日
の
入

校
式
を
経
て
消
防
士
と
し
て
の
長
い
人
生

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
初
め
て
の

訓
練
に
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
同
じ
志

を
持
つ
仲
間
と
共
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
ま
す
。 

　
毎
日
の
訓
練
や
座
学
で
知
識
や
技
能
を

修
得
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の

内
容
の
多
さ
に
驚
き
を
感
じ
て
は
い
ま
す

が
、
仲
間
と
共
に
辛
い
と
き
は
共
に
悔
し

が
り
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
生
活
し
、
楽

し
い
と
き
は
大
い
に
笑
い
あ
い
な
が
ら
チ

ー
ム
の
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。
一

人
で
は
乗
り
切
れ
な
い
こ
と
で
も
仲
間
と

一
緒
な
ら
何
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず

で
す
。
一
生
の
財
産
と
な
る
最
高
の
思
い

出
と
仲
間
を
築
き
、
九
月
一
七
日
に
全
員

笑
顔
で
修
了
式
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
日
々

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

       

　
私
が
消
防
学
校
に
入
校
し
て
、
何
故
こ

の
消
防
学
校
に
入
校
す
る
の
か
、
我
々
学

生
に
と
っ
て
こ
の
消
防
学
校
で
何
を
学
ぶ

の
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
入
寮
初
日
、
教
官
か
ら
身
だ
し
な

み
や
態
度
に
つ
い
て
厳
し
い
お
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
私
た
ち
が
、
学
校
で

生
活
し
学
習
を
す
る
為
の
経
費
は
、
全
て

県
民
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
す
る
こ
と
、
公
務
員
と
は
、
消
防
職
員

と
は
ど
う
在
る
べ
き
か
と
常
に
自
問
自
答

を
す
る
よ
う
に
教
わ
っ
た
。
消
防
職
員
に

と
っ
て
現
場
で
は
、
一
つ
の
失
敗
が
命
取

り
に
な
る
だ
ろ
う
。
何
が
起
こ
っ
て
も
冷

静
に
対
応
で
き
る
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に
、
寮

生
活
を
通
じ
て
集
団
行
動
の
大
切
さ
、
連

携
の
取
り
方
も
学
ん
で
い
く
の
だ
と
思
う
。 

　
私
た
ち
は
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
火

災
か
ら
守
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し

て
何
よ
り
も
市
民
の
皆
か
ら
頼
り
に
さ
れ

る
消
防
官
を
目
指
し
、
一
日
一
日
精
進
し

て
い
き
た
い
。 

       

　
我
々
第
六
四
期
生
は
、
秋
田
県
消
防
学

校
初
任
教
育
課
程
の
歴
史
上
最
高
の
生
徒

数
で
す
が
、
一
ヶ
月
も
経
つ
と
、
学
校
生

活
に
も
自
然
と
調
和
し
、
今
で
は
八
五
人

全
員
が
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り
、
暖
か

い
家
族
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。 

　
私
達
の
使
命
は
命
を
守
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
更
に
実
践
的
に
な
り
、
覚
え

る
こ
と
も
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
が
、
所

属
に
戻
っ
て
も
、
即
戦
力
と
し
て
先
輩
方

と
働
け
る
力
を
身
に
付
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
一
日
一
日
、
一
分
一

秒
を
無
駄
に
せ
ず
、
仲
間
同
士
助
け
合
い

フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
壁
を
乗
り
越
え
る
事

が
私
達
の
課
題
で
す
。 

　
九
月
一
七
日
、
八
五
人
の
最
高
の
仲
間

と
共
に
、
全
員
笑
っ
て
卒
業
し
、
立
派
な

消
防
士
に
な
っ
て
み
せ
ま
す
。 

総
　
代 

　
秋
山
　
　
剛 

　
湖
東
地
区
行
政
一
部 

事
務
組
合
消
防
本
部 

副
総
代 

　
石
田
　
伸
一 

　
　
大
館
市
消
防
本
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副
総
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谷
口
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大
曲
仙
北
広
域
市
町 

　
村
圏
組
合
消
防
本
部 

会
　
計 

　
藤
澤
　
昌
幸 

秋
田
市
消
防
本
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会
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鈴
木
　
　
陽 

由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会 

第
六
四
期
初
任
教
育

第
六
四
期
初
任
教
育 

秋
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県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
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第
六
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教
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秋
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女
性
隊
員
が
初
の
出
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
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災
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災
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発
生
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況
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状
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災
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況
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合
防
災
課
調
べ
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火
災
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発
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＝ 

速

報

値 
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第63回 秋田県消防大会 第63回 秋田県消防大会 第63回 秋田県消防大会 

■
事
務
局
休
み
の
お
知
ら
せ 

　
今
年
の
お
盆
休
み
は
八
月
一
三
日（
金
）か

ら
十
六
日（
月
）ま
で
と
し
、
協
会
事
務
局
を

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

　
第
四
十
七
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
、

来
る
九
月
二
日（
木
）、
由
利
本
荘
市
の
秋

田
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
る
。 

　
こ
の
全
県
操
法
大
会
へ
の
出
場
を
目
指

し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
操
法（
訓
練
・
競
技
）

大
会
が
、
鹿
角
支
部
の
七
月
四
日（
日
）を

皮
切
り
に
順
次
開
催
さ
れ
る
。 

　
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
鍛
え
し
技

を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し

た
い
。 

支
部
消
防
操
法
大
会
始
ま
る 

＝
全
県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
＝ 

支
部
消
防
操
法
大
会
始
ま
る 

＝
全
県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
＝ 

平成22年度　秋田県消防操法大会支部大会日程 

鹿　　　角 

大館北秋田 

能代市山本郡 

男鹿潟上南秋 

秋　田　市 

本荘由利 

大仙市仙北市 
美郷町 

横　手　市 

湯沢市雄勝郡 

鹿角市役所駐車場 

大館市　比内グラウンド 

能代港下浜岸壁埠頭 

サンルーラル大潟駐車場 

秋田市消防訓練場 

にかほ市消防庁舎前広場 

大仙市　雄物川運動公園 

山内小学校グラウンド 

湯沢市　松ノ木グラウンド 

7. 4（日） 

7. 25（日） 

8. 1（日） 

7. 25（日） 

7. 11（日） 

7. 24（土） 

7. 17（土） 

8. 1（日） 

7. 24（土） 

支　部　名 開　催　場　所 開催月日 

　
地
域
防
災
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

る
消
防
団
員
の
数
は
、
全
国
的
に
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
秋
田
市
も
ま
た
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
秋
田
市
で
は
団
員
の

確
保
、
団
員
の
若
返
り
を
図
る
た
め
に
次

の
二
つ
の
事
業
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」 

　
団
員
の
八
割
以
上
が
被
雇
用
者
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
消
防
団
活
動
に
対
す
る
事
業

所
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
と
て
も
重
要
で

す
。
そ
こ
で
地
域
防
災
体
制
の
一
層
の
充

実
を
図
る
た
め
に
秋
田
市
で
は
「
秋
田
市

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
推
進

し
、
現
在
八
八
事
業
所
を
協
力
事
業
所
と

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。 

　
団
員
と
し
て
相
当
数
入
団
し
て
い
る
事

業
所
や
消
防
団
活
動
に
配
慮
し
て
い
る
事

業
所
を
、
表
示
証
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広

く
公
開
す
る
こ
と
で
、
事
業
所
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

「
女
性
消
防
団
員
の
活
躍
」 

　
現
在
一
三
名
の

女
性
消
防
団
員
が

所
属
し
て
い
ま
す
。

全
員
が
応
急
手
当

普
及
員
講
習
を
受

講
済
み
で
あ
り
、

火
災
予
防
だ
け
で

は
な
く
、
救
急
分

野
で
の
活
躍
に
も

力
を
い
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
、
全
国
女
性
操
法
大
会
へ

出
場
し
た
こ
と
で
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
か

ら
の
取
材
も
増
え
、
秋
田
市
消
防
団
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
女
性
団
員
を
五
名
採
用
予
定

で
あ
り
、
さ
ら
に
躍
進
し
ま
す
。 

〔
情
報
提
供
＝
秋
田
市
支
部
〕 

司会進行をする女性団員 
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